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	１　委員長の選出について
	２　副委員長の指名について
	家田委員長より、0T筑波大学特定認定再生医療等委員会の組織及び運営に関する規程0T第７条第３項の規定に基づき副委員長として新井委員および野口委員が指名され、了承された。
	３　臨床研究申請書の審査について
	（１）【　定期報告審査　】
	再生医療の分類：　第３種（研究）
	研究課題名　：　末梢神経損傷への神経修復術に対する多血小板血漿使用の安全性に関する研究
	審議に先立ち、0T筑波大学特定認定再生医療等委員会の組織及び運営に関する規程0T第１１条第１項の規定に基づき委員長より各委員の利益相反について確認を行い、委員会構成要件を満たしていることが確認された。
	その後申請者である筑波大学医学医療系　原　友紀　医師および筑波大学医学医療系　菅谷 久　医師が入室し、配付資料（再28-1）に基づきこれまでに治療を行った症例の実施状況と報告期間内の実施状況について説明があり、その後、以下の通り質疑応答があった。
	主な質疑応答
	・委員より予定期間中に目標症例数に達する見込みについて質問があり、報告期間中も候補症例はあったこと、また今年度の実施状況によっては期間延長も考えられるが、現時点では本研究内容で実施する旨の回答があった。
	・委員より研究期間や登録基準、適応疾患の拡大等、見直しを行う予定について質問があり、除外基準を見直す予定はなく、適応疾患についても社会的要因で対象疾患自体減っていることが考えられると回答があった。
	・委員より説明を行ったが不同意となった症例があったか質問があり、1例緊急手術のため不同意となった症例があった旨の回答があった。
	説明者２名が退室し、審議を行った結果、本再生医療等提供計画の定期報告について、留意すべき事項はないと判断されたため研究継続について適切と認めることとなった。

